
2012年度 ーグ
2012年度にボランティア ・NPO活動セ ンターがかかわった似興支暖の取り制iみについてまとめま

した。この年度は、「被災地でボランティア日切Jを行いたいとお-出する乍生がに対する支援金Jに取り

組み、教職員の有志が東H本大震災の復興支暖活動に取り組む学生を応援するための仕組みを作りま

した。その他にも復興支援ボランティアパスの迎行やフォーラム等を1m併 しま した。主な事業の詳紺|

について、事業ごとにH寺系列に紺介します。

-東日本大震災 被災地でボランティア活動を行う学生に対する支援金募集・

実施日/l扮所
2012 {ド6刀 11円 (Jj) ~ 7 ) 1 20 FI (金)
大宮 ・i楽I市・ 瀬川キャンパス ('JHガJ，J:ボランティア .NPO iMij)センター〕

参加人数 教職員給与天引き:7 7 名、その他窓11でのt~金、校友会、初和会、文学部教授会(斯文会)

発災から 2年目を迎え、被災地への関心の低

下が問題視されていました。本学では、センター

に被災地支援についての問い合わせ等が多数寄

せられるなど、まだまだ関心の尚さが!法じられ

ました。

本字:では、学生による支援活動に対して大学

として応分の援助を予算化していますが、本'干

の構成員である私たち一人ひとりが以災で犠牲

になり被害を受けたすべての方々に思いを馳

せ、寄り添いながら考え、行動するために、被

災地でボランティア活動を行う学生 ・教職員を

支援することを逝して、支援する輪に加わる機

会を作りたいと考え、「東H本大震災被災地で

ボランティア活動を行う学生に対する支援金」

を募集しました。集まった資金は復興支援のボ

ランティアパス運行や被災地での宿泊等、ボラ

ンティア .NPO活動センター主催の佐興支援

ボランティアの際に学生への補助金にあてられ

ることになりました。

協力の方法としては、①深1F〔・対抗日1キャンパ

スのセンターと大宮キャンパス文学部教務諜の

カウンターに募金箱の設問、 ②対象を本学教職

員(専任教育職員(特任含む)・専任事務職以 ・

l賜託l織員)tこ絞って、2012年 12月、2013年6月、

20]3年 12月の貸与引き渚としの1二十l込:Pfと協力

のお願い文書を配布し、協力を呼びかけました。

申込みは 2012年 7月20日を締切として、

ボランティア .NPO 活動センターが受け付け

の窓円となりました。受付期限は設けましたが、

それ以降も随時受け付けています。

・募金狩iに寄せられた支援金

Y4 4 7， 623ト11

・n与引き訴としでの文媛金 (77人)
Y3，095，000円

(内訳)2012 ir 12 J=JJm末手当
￥1，345.000門

2013年6JJJm末手当

V800.000円

2013 :'1': 12 )-JJ~J末手当

￥950.000円

.鋭利会からの文段金

￥500，0001可

-校友会からの支援金

V500.000円

総合計Y4.542.623門

(2013イド3月ぶ現化)

女その他教l俄lJ_からの支援金

20日作文学部教授会 (Wi文会)からの支度金

￥500.000PJ 

2014.11':文学部教般会(斯文会)からの支般金

￥300.000円

2015 :'_1':文学部教授会 (J折文会)からの支援金

￥300.000円
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教職員の反応

「学生のためになら・・・ Jr自分は行けない
けれど、学生が活動をするのを側面的に応援

したい」など、支援金を申込みの際に、多く

のメッセージを教職員の皆さんからいただき

ました。

{教職員に配布した文書}

東日本大震災被災地におけるボランティア活動に対する支援のお願い

(学生・教職員のみなさまへ)

東日本大震災発生以来、龍谷大学では、学生・教職員が様々な形で復旧・復興を支援す

る活動に取り組んできました。たとえば、本学が窓口となって 5回実施した被災地におけ

るボランティア活動には約 130人の学生・教職員が参加しました。瓦i擦の撤去で汗を流し

たり、地場産業である硯の生産のお手伝いしたりするとともに、被災された方々からいろ

いろなお話をうかがうこともできました。参加した学生はこの経験を通して大きく成長し

ました。被災地を見る・聴く・感じることによって、メディアからの情報だけでは伝わら

ないことがたくさんあることを知り、自分自身の経験を通して物事を判断することを学び

ました。

復旧・復興の道は長く、険しいものになるでしょう。私たちは、被災地が抱える現実か

ら目をそらすことなく、線源的な地点に立ち返って、持続可能な社会を実現するために継

続的に努力してゆかなければなりません。真実を求め、真実に生き抜かれた親鷲聖人の精

神は、激動し混迷を深めるこの現代において、私たちの生きる指針や拠り所となるものと

確信しています。

継続的な支援活動として、 2012年度には、東日本大震災復興支援報告会、被災地の人々

との交流(予定)、東日本大震災復興支援フォーラム、東北の物品販売に加え、被災地にお

けるボランティア活動を 2回計画しています。被災地からの「防災教育という観点、で訪れ

て欲しい、被災地を見る・聴く・感じることが大切」というご意見を受けとめ、昨年より

も一層被災地に寄り添ったボランティア活動になるよう準備を進めています。

本学の学生・教職員による支援活動に対して大学は応分の援助を予算化しております。

さらに、本学の構成員である私たち一人ひとりが震災で犠牲になり被害を受けたすべての

方々に思いを馳せ、寄り添いながら考え、そして行動することが大切だと思います。被災

地でボランティア活動を行う学生に敬意を表し、支援することを通して私たちの思いを被

災地に届けたいと思います。このような観点から、学生・教職員のみなさまにも被災地で

ボランティア活動をする学生を直接的に支援する輸に加わって頂くようお願いすることに

いたしました。

つきましては、「東日本大震災被災地でボランティア活動を行う学生に対する支援金J

を募集いたします。どうぞ、みなさまのご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。
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-復興支援ボランティア活動報告会・

復興支援活動に龍大生はどう関わったのか?'"被災地で活動した先輩から話を聴いてみよう!'"

尖施EI/場所
深草キャンパス :2012年6月28仁1(木) 1711寺 30 分~ 19時00分/3号館 101教室
瀬田キャンパス :2012年6月29日(金) 1711寺 30 分~ 19時30分/3号館 107教室

参加人数 深草キャンパス :約60人、瀬山キャンパス .約60人、 合計約 120人

2011年度に実際に被災地へ出向いて活動し

た経験のある学生が、「どのような体験」を し、

「何を想しり、「どんな人に出会ったのか?Jな

どについて、自 らが話し、未経験の学生に思い

を直接伝える機会を作りました。

そして、その際に、センターのコーディネー

ターから 『活動する上で、の注13点.nrrセンター

に来ているボランティア情報.nrrボランティア

パス』 についての説明も行いました。

.6月28日 (木)深草キャンパス

発表者 :足立こころさん(大学院経済学研究科)

発災直後から 1年間の公誌社団法人

セーブ・ザ ・チルドレン ・ジャパン

で活動

発表者 :高橋亮太さん(経済学部4回生)

大学が主催した復興支援ボランティ

アパスで活動

司 会 :竹田コーディネーター

.6月29日 (金)瀬田キャンパス

発表者 :足立こころさん(大学院経済学研究科)

28日と同様のお話

発表者 :関井勤さん(匡|際文化学部2回生)

大学が主催した復興支援ボランテイ

アパスで活動

司 会・東郷コーディネーター

参加学生の声

-テレビなどを通して被災地の映像や写真を

見たが今回の話を聞いて、よりいっそう被

災地へ行って自分の目で見て、 肌で感じた

いと思った。

-被災地へ行くことだけが復興支援ではない

と言ってもらえて安心しました。関西で何

か自分に出来るボランティアをやってみた

いと思いました。

-第1・2回復興支援ボランティア・

実施日/場所
~~ 1回:2012年9月 131ヨ(木)~ 16 EI (臼) 3正14日 宮城県石巻市
~'i 21亘1:2012年 II丹16日(金)~ II 月 19 日(月)3ìl~1 4 日 宮城県石巻市

参加人数
第 l凶:合計33名(学生30名/引率3名)
第2巨1:合計35名 (学生30名/教員2名/職員3名)

発災から l年が経ち、今年度の活動を検討す

るために、4月に松島センター長と石川次長、

竹田コーディネーターが石巻市を訪ねました。

その結果、2011年度に活動 した地域にはまだ

活動のニーズがあることがわかりました。そこ

で、今までに活動実績のあると ころであれば、

行く人は変わっても経験を積み重ねて行くこと

も出来る という判断から 2012年度も引き続き
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宮城県石巻市で似興支援ボランティアを実施す

ることになりました。

昨年度のように緊急的な活動が求められなく

なっている ことから、『学生の学び』にも力点

をi置いた活動を設計することにしました。『見

る・聴く ・感じる』をテーマに活動プログラム

を組み立て、参加者が自分に何ができるのか?

を考え、被災地に関心を持ち統けることできる

ようなきっかけづ、くりをめざしました。

第 l回は、石巻社会制祉協議会を訪|山したり、

地元大学生や仮設住宅の方との交流会を行いま

した。その他に、地場産業である硯石産業の支

援の一環として腕石のスレー ト賠きを実施しま

した。また、|日石巻市雄勝総合支所、11:1市立1，i-i1流、

大川小学校跡地を訪問しました。

第2巨lでは、石巻市ムm勝で、仮設i出j応街 「お

がつ広こ屋街」の l周年記念イ ベン トへ参加し

ました。地元の要望を受け、京都の企業にご協

賛いただ、いた品々で京都を前而に出したブース

をi演出しました。(京都の名産品販売、和風|喫茶、

匂い袋製作体験、お楽しみ輪投げの4つのコー

ナーを実施)また、地場産業で、ある硯石産業の

支援活動の-~l として、 1関石のスレートを雌く

作業を行いました。第 l聞と同様、旧石巻市主m

IJYj総合文所、旧市立病院、大)11小学校跡地の訪

問や、地域の方からお話を伺わせて頂くなどの

プログラムも実施しました。

参加者募集にあたっては学生 ・教職員に対し

深草.i頼回・大宮の全キャンパスでコーディネー

ターが非集説明会を実施し、活動趣旨 ・リスク

を十分に理解ーした上で参加するようにIIp.びかけ

ました。説明会への参加者は全キャンパスで

120名で した。個別に応募したいと来室する学

生もいましたが、キャンセル待ちの学生も多数

いることから、そういった学生には、次回への

応募を促しました。

※捉出物 :参加申込書、活動笥:約t!?・保証人同

※参加費 :2万円(食獄、佐i泊賀、保険代込)
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ご協賛いただいた企業一覧と品物(五十音順)

株式会社 一保堂茶命Ii

株式会社 井1:筒法衣庖

株式会~J: 川間八ツ焔

今，}li'盟誕株式会社

株式会社 くろちく

株式会社総栄堂

京つけもの西利

株式会社長谷川松寿堂

株式会社美好図

-第 l回スケジュール

9/13移動

京銘後(ほうじ茶)

京の念珠(腕輪念珠等)

京*子(八ツ橋)

京菓子(飴)

京の土産物(和雑貨等)

京の香り(お香、匂い袋)

京町i物 (おつけもの)

京和紙 (1.庁紙)

船大オリジナル宇治茶 「三~J

9/14石巻市社会福祉協議会を訪問

石巻専修大学の山崎ゼミと交流会

大川小学校跡地を訪問

ふりかえ り

9/15 1国石磨きの作業 (地場産業の復興支援)

旧五1m勝町庁舎の牛lを案内していただく

雌勝森林公図内にある仮設住宅の皆さ

んとバーベキュー交流会

パスの中でふりかえり

9/16京都駅と深草キャンパスにて解散

-第2回スケジュール

11/16移動

11/17地元の方からお話しを伺う

ふりかえり

11/18希望者 10名がホタテ養殖の漁業支援

活動

大川小学校跡地を訪問

旧石巻市雄勝総合支所内を見学



おがつj占こ屋街で l周年記念イベント

に参加

硯石磨きの作業

11/19京都駅と深草キャンパスにて解散

第1回参加学生の声

-今回このボランティアに参加し、たくさん

の複雑な思いがわいてきました。その中で

も大川小学校では津波の恐ろしさ、命の{夢

さを感じました。それと同時に、 最後まで

先生や、生徒たちは、必死に生きょうとし

たんだろうなと思って、胸があっくなりま

した。子どもたちの夢の跡となった校舎に

自分は立って、これからの人生、必死に生

きぬかないと失礼だなと感じました。

-僕は今回のボランティアに参加して被災地

をこの目で見て今日に至るまでの自分の生

活ぶりにただただ憤りを覚えました。下ら

ないことにお金を使うし、食事は平気で残

すし、親しい友人にあいさつ感覚で「死ね」

などと言うし、いわれても何とも思わない

し、世界中の"どうしても生きていたかっ

た人たち"一人一人に謝りたい気持ちで

いっぱいになりました。震災からこれほど

の時聞が経過してやっと僕はたったこれだ

けのことに気づきました。ようやく僕は「ヒ

卜」から「人」になることができました。

-大川小学校では津波の傷が生々しく残って

いて、幼い命が、思い出が、未来が、一瞬

にして失われたのだと思うと、無念さとか、

悲しさなどの想いがこみあげてきました。

そこで、出会ったおじさんlこ「教師になるな

ら生徒の命だけは守ってくれ」と言われ、

教師という職業の、責任の重さを感じたの

と同時に、ず‘っと心に留めて守っていこう

と決意しました。

第2回参加学生の声

-実際に現地に行って、自分の目で見たり、

お話を聴いたり、いろいろなことを感じる

ことができたのは、自分にとって貴重な体

験だった。まだ、行っていない人は、ぜひ

現地に行って体験してほしい。

. 3泊4日の活動の中で一番印象に残ってい

るのは、復興祭で「御神輿」に参加させて

もらったこと!街の復興の象徴である御神

輿を一緒に担がせていただいたことで、現

地の人とつながっているように感じられ

て、とても嬉しかった。

・私たちにできることは、まだまだあるんだ

と感じました。これからも、自分にできる

ことを探して、行動したいです!
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-第 1・2回 復興支援ボランティア報告会・

実純1-I/1MI'fr
出 l阿 :2012年 9刈28円(金)
出21!2] : 20 J 2 "Io 1 1 )-1 26日 ()-I) 

参)Jfl人数
部 11"1:約80:t， 
N42同 :約 70:t， 

第 1. 2回と もに、活動終了後に学内で活動

報告会を実施しました。第 l巨|の活動報告会で、

は、このボランティアパスの参加者の他に、岩

手県で活動している経済学部の伊達ゼミナー

ル、福島県で活:WJしたスポーツサイエンスコー

スの松永ゼミナール、南三陸IlIJで活動した松10

ゼミナールの背さんにも参加してもらって、夏

休み'1'に実施した活動報告も行ってもらいまし

た。一言で復興支援ボランティアと言っても、

多織な活動があるこ とを伝えたかったからで

す。第21@は、ボランティアパスの参加者のみ

の報告会となりましたが、その体験、感じたこ

とを報告しても らいました。

報告会終了後には、 参加者のみを集めた茶話

会を実施し、活IfVJII寺の写真などを見ながら、帰

京後の心境の変化などについて、 リラックス し

た雰囲気の中で語り合う機会を設けま した。

第1回参加学生の声

-現地に行かれた学生の方の感想を聞き、行

かないと学べないことがあるということを

伝えてもらい、自分自身も何か行動に移さ

ないといけないと思いました。また、その

ような気持ちに、今回の報告会を通じてな

りました。ただ、ゴミの撤去等が支援だと

思っていましたが、話を聞くということだ

けでも、現地の人からしたら、支援になっ

ているという事を知り、 驚く と同時に、若

い自分達が率先していかないといけないと

感じました。

-胸が熱くなりました!!私自身、去年 11

月に石巻にボランティアに行ったのです

が、 私自身、どこか震災の事が風化しつつ

ある部分も正直ありました。しかし、との

報告会でもう一度、思い返すことが出来た

と思います。本当に聞けて良かったです。

ありがとうございました。
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げ :30 ~ 19: 00 21号tit:101 教室 ci集中)
J 7 : 30 ~ 19 : 00 3号館 106教室 (淑!n1) 

第2回参加学生の声

-私も実際に東北に行って、なにか少しでも

力になりたい、実際に現地を自分の目で見

たいとすごく思いました。現在の東北につ

いて、今の私は全然分かっていないので、

行って知りたい、何か力になりたいと強く

思った報告会で、した。

-今日の報告会を聞いていて、伝えていくこ

との大切さを改めて感じました。僕も違う

形でボランティアに携わっていますが、こ

れまで以上に講演会等で伝えていきたいで

す。被災地については、僕はまだ行ったこ

とがありません。乙うして被災地に行った

学生の話を聞いていると実際に行ってみた

いと思いました。そして、自分自身の言葉

で伝えていきたいです。また経験というも

のは最高の財産だと感じます。
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・復興支援フォーラム・

『震災は他人事(ひとごと)じゃない!東北沿岸600キロの震災報告.11""つながり続けるというとと~

実施日/局所
201は21，作!ドミ lは2} 川J1 i:引:リI(土)1 3 : 30 - 1 6 : 30 22 ~りJ的加.1!什10引l教:.ギ託 ci深引深目川4収tり) 
※可

参加人数 フオ一ラム、'ヴ点以JtにがJ200 iノ!

震災から l年以上経ち、従災に|刻する報道が

減っていく中、被災地の現状が|到西からは見え

にくくなってきました。 しかし、東日本大震災

で深刻な被害を受けた地域の位興は、まだまだ

進んでいません。私達には、その現状に日をi'y

ける ことになく、 一緒に復興に向けて歩み続け

ることが求められています。そのため、被災地

域を幅広く取材されている写真家の大西脇犬氏

を講師としてお迎えし、 発災車後から現在まで

に取材した被災地の状出をお話していただき、

被災地に関心を持ち統けるためのきっかけにす

るためにこのフォーラムを企画しました。

・講師 :大西暢夫氏(写真家)

.スケジュール

①開会の挨拶池田副学長より

②学生からの復興支援活動の報告

司会者(学生2名 :深草 ・瀬田キャンパスの

学生スタッフ代表)より 、簡単に今までの大

学として復興支援の取り組みについて説明。

※会場内及び、会場周辺には今までの活動以示

を行った。

③大西暢夫氏からの前演

発災直後から現在まで、取材を通して凡てき

た被災地の姿について、 写真を見せながら、

その時のエピソードを交えながらの前前

④ r東北沿岸 600キロ震災報告』、rr3.1Jの託

言~心に留める東日本大ifJ災』の販売及び、

雄勝物産品販売。

⑤質疑応答

⑥閉会の挨拶

女同日に 22号館 107教室にて、大西11場犬写真

展も同時開催。

参加者の声

-被災地で見て感じた気持ちになりました。

しばらく時間が経って今の大学生活にまた

戻ってしまっていた自分が恥ずかしくなり

ました。この気持ちを忘れずに人に 「伝え

ること」を中心に自分なりの方法でしてい

きたいです。(学生)

. r死んだ人を放っておいても生きる人のチ
カラを大切にする」というお話が、一番衝

撃でした。3.11発生当時のもどかしいつら

い気持ちを思い出しました。そしてとの気

持ちこそ、忘れてはならない、伝えるべき

事柄だと強く再確認しました。(学生)

・麗災から 1年半以上が経ち、私の中で震災

への患いが少しずつ薄れていっている中で、

今日のお話をお聞きして決して風化させて

はいけないと改めて感じました。(学生)

・私は神戸出身で阪神 ・淡路大震災で被災し

ましたが、幸い私の周りの被害の状況は少

なく私自身の記憶も断片的にしか残ってい

ません。自分たちの記録を残してほしいと

いう患いを受け取り、活動されている大西

さんに感銘を受けました。(一般)
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-被災地の“今までの復興支援"、"これからの復興支援 H について語ろう!・

~復興支援ボランティアの最前線にいる人と一緒に!~

実胞円/lMm

参IJII人数

2012年 12月 14日 (金) 1 7 : 20 ~ 1 9 : 30 深草キャンパス22号館 107教室

30名

震災に|到する報道が減っていく中、被災地の

現状が|剥西からは見えにくくなってきま した。

「もう、だいぶん復興したのでは?J r自分たち

にできる ことはもうないのでは ?J と考えてい

る学生に、復興支腹ボランティアについての想

い持ち続けてもらうために何かしなければ、なら

ないと考えている時に、お|立話になっている石

巻市社会福祉協議会の阿部氏が来京されるとの

辿絡を受けま した。そこで、“今までの復興支援"

と“ これからの復興支媛"について考えるワー

クショップを附1tじする ことにしました。

前半は阿部さんから発災直後の様子、その|際、

どのような判断を迫られながら行動したのか、

イ可を大切にしなカf ら勾~1::1を過ごしていたかにつ

いて諮っていただき、後半は『人を好きになる

には ?Jlをテーマにク、、ループで話し合いま した。

その結果、参加者からは、『心を1mくJlIi'尊敬する』

『関心を持つ』など、いろいろなキーワードが

出てきま した。総括として、人を支援するとい

うこ とは、結局、 『人が好き』であるというこ

とが根幹にないとできない という紡論にな りま

した。復興支援だけではなく、広く 『対・人暖助

とは?Jl rボランティア とは?Jlについて原点

から考えるワークショップでした。
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参加学生の声

-阿部さんのイメージ、 想像力の豊かさにと

ても感銘を受けました。自分が何かを決断

するときは、「と、っちが良いか」と選択肢の

吟味のみで、終わってしまうので、なかなか

次の選択肢が見つけられない状態に陥って

しまうのです。(例えば、就職を考えるとき)

そのため、 自分に足りないことは「想像力」

だと、今日気付くことが出来ました。露災

復興のヒン 卜にとどまらず、人生のヒント

を与えて下さり、ありがとうございました0

・9月に一度お話を聴かせていただいて、危

機意識の大切さを知りま した。今日のお

話では相手の立場に立つことの重要性を

再認識しました。自分の身に寄り添ってく

れる人は、好きです。相手の立場で考える

と、その人のこと少し好きになります。「好

きJって原動力だと思います。


